
まるこ訪問看護ステーション 

訪問看護医療情報連携加算に係るウェブサイト掲示について 

 

当ステーションでは、厚生労働省の定める施設基準に基づき、「訪問看護医療情報連携加算」

の届出を行っております。 

1. 加算の趣旨・目的 

 在宅で療養されている通院困難な利用者様に対し、医療・介護連携用の ICT（情報通信技

術）ツールを活用して、医師、薬剤師、ケアマネジャー等の他職種と診療情報やケアの状況を

リアルタイムに共有・活用しています。 

これにより、多職種が一体となって計画的な訪問看護を提供し、より安全で質の高い在宅

医療・看護の実現を目指しています。 

2. 算定対象および費用 

• 対象となる方：在宅で療養されている通院困難な方で、訪問看護管理療養費を算定され

ている利用者様（※算定にあたっては、事前に利用者様またはご家族様の同意をいただ

きます）。 

• 費用：月 1 回 1,000 円（※医療保険の自己負担割合に応じた金額となります） 

2. 情報共有の運用方法： 

(ア) 連携機関間で、利用者の次回訪問日やケアの留意点などの情報を常時、閲覧・取得で

きる環境を維持しています。 

(イ) 利用者ごとに時系列で速やかに情報を表示・確認し、日々の訪問看護計画の管理に活

用しています。 

3. 情報連携の体制およびセキュリティ対策 

• 使用する ICT(時系列で確認可能なもの)ツール：【MCS、LINE WORKS、モバカルリ

ンクなど）】 

• 主な連携機関(５以上)： 

主治医：とうみょう内科クリニック むすび在宅クリニック あしたの在宅診療所 等 

薬局：たーとす薬局 しらさぎ薬局 等 

居宅介護支援事業所：しらさぎ介護保険センター ブース記念ケアマネジメントセンター

等 

• セキュリティ対策：厚生労働省・経済産業省・総務省が定めた医療情報システムの安全管

理に関するガイドラインに準拠し、暗号化通信やアクセス権限の適切な管理等、個人情報

の保護に万全を期したシステムを使用しています。 

 

今後も地域の医療・介護関係機関と緊密な連携を図り、利用者様が住み慣れた地域で安

心して生活できるようサポートしてまいります。 

【2026 年 6 月 1 日】 


